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言語聴覚学科が開設
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言語聴覚学科が開設されました

この春、医療学部に新しく言語聴覚学科が開設。記念すべき1期生となる41人が入学しました。本学科ではコミュ

ニケーション機能や飲み込みに問題がある方をサポートする医療専門職「言語聴覚士」を養成します。同じリハビ

リ職をめざす理学療法学科や作業療法学科をはじめ、他学科と密に関わり合いながらチーム医療・チームケアと

しての学びを深めていただければと思います。

2024年４月 診療放射線学科が開設予定です

言語聴覚学科に引き続き、来春2024年4月には医療学部に、診療放射線学科が

開設される予定です。本学科ではドラマなどでも話題の「診療放射線技師」を養成。

X線装置、CT装置、MRI装置、超音波診断装置などを用いて身体内部の撮影を行

い、病気の早期発見・精密診断、さらには放射線を用いたがん治療を担います。本

学科の開設により、福岡国際医療福祉大学は2学部6学科を有する、医療系総合大

学となります。ますます賑やかとなる本学にご期待ください。

※診療放射線学科は設置認可申請中。
※診療放射線学科に関する掲載内容は予定であり、審査の過程で今後変更となる可能性があります。



学長・副学長・学部長・学科長のご紹介

本学の学長・副学長・学部長・学科長の先生方を紹介いたします。姉妹校・国際医療福祉大学から着任されました、理

学療法学科の森田学科長と言語聴覚学科・言語聴覚専攻科の爲数学科長からは、メッセージもいただいております。

看護学科

学部長 高野 政子 教授
専門分野：小児看護学

理学療法学科

学科長 森田 正治 教授
専門分野：教育評価、予防医学、加齢・老化、福祉用具・支援
機器 （マッスルスーツ）
ひとことメッセージ：飛躍の4年間になるためにも、以下の3つ
の“C”を是非、実践してみて下さい。①Communicate：学生
の枠を超え、地域社会の人々とも交流し人間性を育む。②
Challenge：巡り会ったチャンスには臆することなく積極的に
取り組む。③Change：さまざまな経験を通して自己実現をめ
ざす。

爲数 哲司 教授
専門分野：発声発語障害学
ひとことメッセージ：大学生活では友人と多いに笑い、語り、泣
き、助け合い、また旅し、読書し、議論し人としかできないこと
に多くの時間を費やしてください。一生の宝物となるはずです。

言語聴覚学科/言語聴覚専攻科

学科長 兼

専攻科長

●国際医療福祉大学より着任 ●国際医療福祉大学より着任

●2023年度から学部長に就任

作業療法学科

学科長 丹羽 敦 教授
専門分野：身体障害、高齢者作業
療法学、地域作業療法学

学科長 吉冨 健志 教授
専門分野：眼科学、眼薬理学、神経眼
科学

視能訓練学科

●2023年度から学科長に就任

学長 原 英夫 教授
略歴：1983年九州大学医学部卒業、1990年九州大学
博士課程医学系研究科修了。九州大学医学部附属病院、
国立精神･神経センター神経研究所室長、国立長寿医療
センター研究所室長、 2011年佐賀大学医学部内科学
講座教授、2015年佐賀大学医学部長に就任、2022年
福岡国際医療福祉大学学長に就任、佐賀大学名誉教授。
2005年「2005 Alzheimer Award｣、2006年「日本
神経免疫学会賞」を受賞。

副学長 丸山 仁司 教授
略歴：理学療法士資格取得後、東京理科大学大学院工
学研究科修了。医学博士。日本理学療法士協会副会長
等を歴任。 現在、理学療法科学学会の会長としても活躍。
2013年より国際医療福祉大学副学長。



看護学科看護学科

2023年4月1日付けで、新しい先生方が着任されました。多彩な経験と専門性を持つ先生方と一緒に、保健・医療・

福祉の学びを深めていきましょう。

新任教員のご紹介

中西 順子 教授
専門分野：小児看護学
ひとことメッセージ：少子・超高齢の
時代において、子どもたちの未来を
支援することは重要です。看護だけ
でなく、将来親として子どもを育てる
視点も持って、ともに学んでいきまし
ょう。

新道 由記子 教授
専門分野：母性看護学、助産学、

家族社会学
ひとことメッセージ：大学教員として
歩み始めた福岡の地におよそ20年
の時を経て戻ってきました。これまで
培った経験を生かし福岡国際医療
福祉大学看護学部で教育・研究に
前向きに楽しく取り組みたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

千々岩 友子 教授
専門分野：精神看護学
ひとことメッセージ：2023年4月1日
付けで看護学部の教授を拝命いた
しました。専門は精神看護学です。大
学のさらなる発展に向けて努力して
参りたいと思います。皆様のご指導
ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げ
ます。

大川 法子 講師
専門分野：老年看護学
ひとことメッセージ：老年看護学を専
門としています。看護師をめざす皆さ
んへ看護の魅力を伝えていきたいと
思います。講義・演習・実習などさま
ざまな体験を通し、一緒に学び共に
成長していきましょう。よろしくお願い
いたします。

田中 陽子 助手
専門分野：成人看護学（急性期）、

国際看護学
ひとことメッセージ：2023年4月より
看護学部看護学科に成人看護助手
として着任いたしました。先生方から
多くの学びを得て、かつ学生からも
刺激を受け、充実した毎日です。これ
からもよろしくお願いいたします。

上岡 奈美 助手
専門分野：精神看護学
ひとことメッセージ：今年度より看護
学部精神看護学領域に助手として
着任しました上岡です。４月から初め
ての教員生活のスタートであり、不
慣れなことも多いと思いますが、どう
ぞよろしくお願いいたします。

言語聴覚学科

石川 幸伸 准教授
専門分野：失語症学、高次脳機能障

害学、音声障害学
ひとことメッセージ：私は国際医療福
祉大学大田原キャンパスの卒業生
です。皆さんの先輩になります。建学
の精神である「共に生きる社会」の
実現をめざして、皆さんと共に一歩
一歩進んで行けたらうれしく思いま
す。一緒に頑張りましょう。

言語聴覚学科

福井 恵子 講師
専門分野：聴覚障害学、高次脳機能

障害学
ひとことメッセージ：今年度より言語
聴覚学科に着任しました。講義は聴
覚領域を担当します。患者様に寄り
添える言語聴覚士となってもらえる
よう学生の学びを支援し、共に努力
したいと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

看護学科

看護学科 看護学科 看護学科

新設された言語聴覚学科に

は尾籠晃司教授（元作業療

法学科）、堀川悦夫教授（元

視能訓練学科）、池下博紀助

教（元言語聴覚専攻科）も着

任されました！



卒業式レポート

入学式レポート

3月8日、卒業式が挙行されました。穏やかな春の日差しの中、医療学部112名、看護学部116名、言語聴覚専攻科

28名、合計256名の卒業生が新たな門出を迎えました。2019年4月の本学開学時に入学した医療学部の学生は、

医療学部初の卒業生となりました。卒業生を代表して理学療法学科の長澤由香子さんに卒業証書が授与されました。

また学長賞、優秀学生の表彰も読み上げられました。その後、来賓として福岡大学岩﨑昭憲 総病院長に祝辞を賜りま

した。日本言語聴覚士協会深浦順一会長並びに福岡県作業療法協会竹中祐二代表理事にも臨席賜り、厳かにかつ

華やかに執り行うことができました。

最後に、卒業生代表として、視能訓練学科の三島愛理さんが「悩んだ時、くじけそうになった時は、大学での思い出や

仲間の存在、4年間で学んだことを糧に、これからも努力を惜しまず進んでいきたいと思います。」と力強く述べました。

皆様の今後のご活躍とご健勝を教職員一同、心より祈念いたしております。ご卒業おめでとうございます。

【卒業証書授与・総代】
理学療法学科 長澤由香子

【優秀学生表彰】
全国リハビリテーション学校協会
優秀賞
理学療法学科 川渕優太
作業療法学科 亀山瑞歩
言語聴覚専攻科 日野阿希子

【学長賞表彰】
理学療法学科 長澤由香子
作業療法学科 上瀧雅也
視能訓練学科 三島愛理
看護学科 松尾沙椰
言語聴覚専攻科 德田一興

全国視能訓練士学校協会
視能訓練学科 籾田美冴

日本私立看護系大学協会
会長賞
看護学科 占部美佳

4月3日、医療学部言語聴覚学科開設式及び入学式が挙行され、医療学部

171名、看護学部112名、合計283名が晴れて入学いたしました。高木邦格理

事長は新入生に向けて「患者さんを救うべく医療の現場に立ったとき“何がで

きるか、何をすべき医療人になるか”を常に自問しながら学業に励んでいただき

たい。」と式辞を述べました。続いて、原英夫学長は新入生に向けて「大学生活

4年間の多様な経験を通して広い視野や好奇心を育んで下さい。」と式辞を述

べました。

その後、国際医療福祉大学・鈴木康裕学長、福岡市早良区保健福祉センター保健所向井直子所長、並びに一般社

団法人日本言語聴覚士協会・深浦順一会長からも祝辞を賜り、厳かにかつ華やかに執り行うことができました。「新入

生誓いのことば」では代表して富田詠絵さん（医療学部言語聴覚学科）が「本学で学ぶなかで、さまざまなアプローチ

を行い、対象者が苦しいときも思いをくみとり、最適なケアを提供できる言語聴覚士をめざします。」と述べました。

今年度は新入生・教職員のみならず、保護者の皆様にも4年ぶりに列席いただき、式後は新入生に向けた部活動・サ

ークル紹介が実施されるなど、賑やかな一日となりました。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。



学科・専攻科トピックス

看護学科

臨地実習（3年生）

2022年9月から3月までの半年以上に及ぶ3年生の臨地実習が終わりました。

2022年度の臨地実習への新型コロナウイルス感染症流行の影響は、昨年度に比

べて少なかったものの、インフルエンザなどの流行感染症への対応も加わったため、

健康管理をより慎重にする必要がありました。しかし、各学生及び関係者の努力を

はじめ関連病院を中心とした実習施設からの協力のおかげで、新型コロナウイルス

感染症流行前に近い実習ができました。実習施設の方へ感謝を伝えるために、みん

なで写真も撮りました。

臨地実習に参加した3年生はすでに就職活動も始まり、看護師国家試験全員合格

に向けた学修などに取り組んでいます。その他の学年においても、大学のオープンキ

ャンパスの学生ボランティアに参加するなど、さまざまな場面で看護学科の学生たち

が活躍しています。

理学療法学科

基礎実習Ⅱ（1年生） 検査測定実習、評価実習（3年生）

卒業研究（2年生・3年生・4年生）

作業療法学科

OSCEⅡステーション２オリエンテーション（3年生）

アドバイザーグループ活動 木村グループ （1・2年生）

3月下旬から新年度へ向け早くも始動した3年生は、新年度の総合実習に向けた

OSCEⅡのオリエンテーションを行いました。模擬患者に対して起き上がりや立ち上

がりの練習や日常生活動作指導の実践を教員の指導のもと実践しました。その後に

行われる試験に向けて、皆一生懸命に学んでいました。

木村グループでは1・2年生の交流活動として高齢者体験バトミントンを行いました。

腕や足につける重り、腰が曲がってしまうベルト、視野が狭くなるサングラスなどを装

着した状態での運動はとても大変です。学生からは「とにかく重い～」「もう走れな

い…」といった声がちらほら。思うように動けない当事者の気持ちを感じることができ

たようです。これからの学びに大いに役に立つことでしょう！

1年生の基礎実習Ⅱは、関連病院や施設の見学を行い、実際の臨床現場を学ぶ機

会となりました。3年生の検査測定実習・評価実習では、4週間の病院実習へ臨み、

実習指導者の方に見守っていただきながら、知識と技術のみならず、実際の臨床経

験を通して医療専門職として適切な姿勢や態度を学ぶことができました。

7つのラボラトリーで実施される卒業研究に、2年生のメンバーが加わりました。担

当教員や先輩に相談しながら、2年生は研究計画の立案を進めています。3年生は

データの収集と解析を行い、研究結果の取りまとめに入ります。後期には、卒業研究

報告会が実施されました。

※本記事の学年表記は、
2023年3月時点のもので統一しています。



※全国の合格率は全受験者の合格率。

92.1%

※言語聴覚士は言語聴覚専攻科の受験結果です。2023年開設の言語聴覚学科は2027年に1期生が受験予定。

学科・専攻科トピックス

視能訓練学科

※本記事の学年表記は、
2023年3月時点のもので統一しています。

言語聴覚専攻科

検査演習の様子（1年生）

学位記授与式&卒業記念パーティー（2年生）

1年生は新年度の臨地実習に向け、さまざまな検査の手技習得に励んでいます。聴

力検査での刺激音や雑音の呈示方法を復習するなど、新年度に予定されている実

技試験に向け、万全の準備を整えます。

3月8日の卒業式後、言語聴覚専攻科内で学位記伝達式が行われました。後輩

たちお手製の華やかに飾り付けられた会場で、平島前専攻科長より卒業生1人1

人に学位記が手渡されました。その後、同室にて行われた卒業記念パーティーでは、

今後の抱負や思い出を振り返るなど学生と教員の垣根を越えた語らいの場となり

ました。

国家試験合格率

99.1%
全国合格率

90.8%

※本学の合格率は新卒者の合格率。

100%
全国合格率

93.7%

全国合格率
83.8% 92.9%

全国合格率
67.4%

100%
全国合格率

90.8%

97.1%
全国合格率

89.3%

看 護 師 保 健 師

作業療法士 言語聴覚士

理学療法士

視能訓練士

各学科とも高い合格率を達成！新年度も全員合格をめざして頑張りましょう。

豚眼解剖実習（1年生）

豚の眼を用いた解剖学実習が行われました。皆さん、生で見る豚眼に驚いているよ

うでしたが、意欲的に解剖実習に臨んでいました。実際に解剖することで、眼の構造

に関する理解がより深まったのではないかと思います。

福岡市視力障害センター見学（3年生）

2022年11月21日、福岡市西区今津にある福岡市視力障害センターの見学をし

ました。視能訓練士として何ができるかを考える機会となったと思います。写真は、視

覚障害シミュレーションを行いながら、視覚障害支援具を体験している場面です。

卒業研究Ⅰ 研究計画発表会（2年生・3年生）

3年生による卒業研究の進捗状況の発表が行われました。担当教員の最先端の

研究に自らも関わることで、視能訓練士としてのレベルアップをめざします。2年生

は、この発表を聞いたうえで興味のある研究を行っている自分自身の配属ゼミを選

びました。


